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Abstract

　　　Block　streams 　are　distributed　on 　the　low・relief　slopes 　near 　Lake　Ota−ike
，
　Mineyama

highland（750 〜 950m　amsl ），　in　the　central 　part　of　Hyogo 　PrefectUre
，
　western 　Japan．

Based　on　the　aerial　photo　interpretation，
　the　block　streams 　were 　classified 　into血 e　upper

stream （Block　stream 　D　and 　the　lower　stream （Block　stream 　ID．A100 　m 　long　section

of 　the　block　stream 　was 　observed 　by　their　morZphological 　and 　sedimentological 　ieatUres．

At　the　bottom　of　the　geologic　sec 廿on
，
　an 　older ねn 　deposits　composed 　of　well −sorted 　and

weathered 　sands 　and 　gravels　were 　found．　Deposits　of　block　stream 　II　about 　2m 　thick

covers 　the　older 　fan　deposits，［lhis　deposit　is　composed 　of　non −sorted　boulders（size：60
〜 80cm 　in　average ，

160cm 　in　ma ）dmum ）With　fine　matriX 　and 　of　patches　of　embedded

AT 　tephra （26000 〜 29000　yB ．P）．1］he　surface 　of　the　block　stream 　II　is　covered 　with

Kuroboku 　soil　whose 　origin 　is　Ah　tephra （6，300　y．B．P）mainly ．　Clearly，　as 　the　tephra

show
，
　block　stream 　II　f｛）rmed 　during　the　later　substage 　of 　the　Last　Glacial　Period．　The

formation　of　recent 　fans　followed　the　dissection　of　the　l）lock　stream 　II　by　channels ．
’
lliis　landform　development　is　suggests 　that　predominant 　geomorphological 　processes

change 　from　periglacial　to　the　fluvial　ones 　in　the　area ．　The　block　stream 　I　and 　older 　fans

are 　considered 　to　have　been　formed　du血 g　or　before　dle　early 　part　of　the　Last　Glacial

Period．

　　　　Key 　words ； B ♂o‘k・strea 〃t　dePosiちρ87忽 αc齷 伽 c8∬
，
　AT 　tePhra

，
’乃e　Last　Glacial

　　　　　　　　　　　　　　P爾 04

1．は じ め に

　　通常，岩塊流堆積物 （以下 ，岩塊流 と簡述す る）に お い て は，その 露頭条件が
一

般的

に悪 く，その 堆積 過程 と その 形成 年代 を考察 す る こ とは難 しい と言 われ て きた （清水 ，
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1983；田 中ほか 、1988；野村，1991），兵庫 県 中央部 の 峰 lri高原 の 東部，太 田池 （神崎郡

神河町．ヒ小 田）周辺 は，顕著 な岩塊 流が分布 して い る地域 で あ る が （田 中ほ か，1988）．

関西電力に よ る揚水発電，上部ダ ム建設に ともな い ，太田池に沿 っ て 連続露頭が 出現 した ．

そこ で は，岩塊 流構 成層断面が水平 的 に 105m に わた っ て 連続的 に観察 され る とと もに，

その 形成時期 を示すテ フ ラ が挟在 され て い た．

　本露 頭 は地形 学的 に貴重 な もの で あるが ，その 詳細 に つ い て は 未発 表の ま ま残 され て

い た．本稿で 用 い た ス ケ ッ チ は 1993年秋 か ら 1994 年春 にか けて作 成 した もの で あ るが，

その 当時に お い て も露頭の 状態は， 1990年秋 に行われ た KGRG （近畿地形研究グル
ープ）

の 巡検時 と比 べ ，T一事に伴 う岩塊 の 除去 や，植 生 の 進 入，露頭 表面の 崩 落 に よる改変が

進 んで い た ．現在で は，太円池は 関西 電力 KK 揚水式発電所の 上 部貯水池 と して，面積で

10 数倍 とな り，湖 水面 は海抜 750m か ら海抜 800　m と ト昇 した，そ の 結果 本 露頭 の 北

端付近 よ り下流側 は，すで に湖水面下 に没 して い る．そ こ で ，筆者らは露頭 断面の 記載 と

テ フ ラ の 分析結果 に つ い て 報告す る こ と と した ．

2 ，調査地域 と岩塊 流の 概要

太旧池周辺 は ，兵庫県 峰 山高原 東半 部 に位置 し，東西 2  ，南北 2。5km ，その 標 高

750〜940m の 高原 をな して い る （Fig．1．）．そ の 地 質は ，白亜 紀新世中部累層斑 状安山岩

で ある．高原 の 周 囲は ，30度 を超える 急峻 な斜面 に よ っ て 取 り巻 か れ て い る の に 対 し，

高原上 は
一

般 に小起伏 で，浅 く幅広 い 凹地が形 成 され て い る．岩塊流 は高原の 凹地 を埋 め

る ように分布 し，
一

部は そ の 凹地問の 鞍部に まで 達 して い る もの もある．岩塊流 背後の 斜

而 には ，表層崩壊 は ほ とん どみ られ ず，あ っ て もその 規摸 は きわ め て 小 さ い ．

　後述する露頭周辺 に つ い て，1万分の 1 カ ラ
ー空 中写真に よ り地形 区分 した．その 結果

を Fig．　2，に示 す，その 際 田 中ほ か （1988）の 区分規準 に基づ き，岩塊 流 をその 位 置 関

係か ら上 位 ・下位の 2 タ イプ （岩塊流 1 ・II）に 区分 した ．平 面形態は， と もに舌状 ・長

舌状 で ，二 つ の ロ ープが 重 な り合 っ て
一連 の岩塊 流 を構 成 して い る ．岩塊 流 1の 全長 は

40〜210m ，幅は 15〜90　m ，傾斜は 9〜21度ほ どで あ る．岩塊 流 IIに つ い て は そ れ ぞ れ

50〜340m ，15〜40　m ，6〜15 度 ほ ど で ある ．

　 なお，岩塊流 の 末端 か ら下流の 旧池 に至 る部分 に は，低平 な巾 び ろ の 凹地が続 き．そこ

に は 2m 大以下 の 岩塊が まば らに点在 して い た ．

3 ．露 頭 の 記 載

　露頭 は，長 さ 105m
， 高 さは 2m ほ ど の もの で ，岩塊流 IIを斜断する よ うに NNE −SSW

方向に伸 びて い る．露頭 南端付近 を基 点 として ス ケ ッ チ を行 っ た （Fig．　3．）．下 部か ら順

に砂礫層，岩塊流構成層，ク ロ ボ ク の 3 層を観察する こ とが で きる．
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Fig．1．　 Site　of　Otaike　higlldand．　Topographical　map 　with 　dis頃 butions　of　block　streams 　and 　erosion

　 sca 「ps・
　 1，block　streams ，2．　erosion 　scarp

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geomorphological Union

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geomorphologlcal 　Ur ユlor ユ

278 川崎輝 雄 ・田中眞吾 ・野村亮太郎

　

リ

　

ア
　
　
り

　

　り
　

ら躅
Fig．2．　 Geomorphological　map 　of　the　area 　around 　the　outcrop ，　west 　of　Otaike　reservoir

　　l．higher　terrace，2．　block　stream 　I，3．　block　stream 　II，4．且uvial　fan，5．　peat　bog，6，　Cliff，7．

　 Ravine，8．　Road，9．　loca廿on （sketched 　in丘g．3）

　砂礫層 は，水磨 をや や受けた亜角 ・亜 円礫 よりなる，砂 質分 に富 んだ堆積物 で ある．層

厚は 1．5m ＋ で、礫径は ほ とん どが 4cm 以下 で あるが ，まれ に 10〜40　cm 程度の 亜 角礫

を含ん で い る ．色調 は灰黄〜橙色，固結 は進 ん で い る ．礫 はや や風 化 して お り，その 表面

には ア バ タ状 の 凹 凸が み られ t

一
部の 礫は ハ ン マ

ー
で切る こ とが で きる．層理 が 発達 し，

また 層 厚 6−一・10　cm 程 度の 砂 層 と の 互層 もみ られ る こ とか ら，こ の 砂 礫層 は主 に水流 に

よっ て 堆積 した もの と考え られ る，64− 78　m 問の砂礫層上 部に は，植物遺体 を含む，暗

灰色 の 有機質 シ ル ト ・細砂 層が レ ン ズ状 に挟 まれて い る．

　岩塊流構成層 は，全体に粗大な 角 ・亜 角礫か らな る無層 理
・
無淘汰の 堆積物か らな る ．

こ れ らの 岩塊の 大 きさを明 らか にす る た め ，A を基点 とす る 5m 間隔で ，その 断面 中か ら

上位 10個の 大礫を選 び，その 長軸方向 を礫径 と して計測 した．結 果 を Fig．4．に示す．そ

れに よ る と，75m 付近 を境に その 礫径 ・層厚を異 に して い る．

　O〜75　m 問に お ける岩塊流 構成層の 層厚は平均 約 1．5　m ，最大 2．Om で あ る ．礫 の 形状

は角柱 〜扁 平状 で ，上位 10個 の 平 均粒 径 は O．5〜0．8m 前後，最大粒径は 1．5m で ある ．

礫は 乱雑 に堆積 して お り．逆グ レ
ー

デ イ ン グ の よ うな堆積構造 はみ られな い ．礫 の 風化 の
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Fig．3．　 Sketch　of　section 　A ，B，　showing 　the　three　layers；（1）an　older 　fan　had　been　formed　with 　sand

　 and 　gravels，（2）block　stream 　formed　and 　tephra（Sp．1　and 　2）deposited　during　this　stage ，（3）
　 the　surface 　of　block　stream 　II　has　covered 　with 　Kuroboku 　soil 　since 　the　tephra （Sp．4）fel1．

　　1，Kuroboku 　soi1，2．　block　stream 　II　deposit，3，　gray　sandy 　silt　containing 　plant　fragment，
4．

　 bro  sand 　and 　gravel（weathered ），5．　tephra，6．　talus，7．　vegeta 廿on ，8．　spring

程度は，下部の 砂礫層 に比 べ 新鮮 で あ る．こ うした 岩塊の 間 を褐灰色の シ ル ト質マ トリ ッ

ク ス が 充填 して い る．砂礫層 との 境界に は，部分的に 湧水が み られ，そこ で は マ トリ ッ ク

ス を欠い て い る ．

　 75〜95m 間 にお ける層厚は 0．4〜1　m で ，露頭北端に 向か っ て 薄 くなる．相対的に細粒

の 亜角礫か ら構成 され て お り，上位 10個 の 平均粒 径 は 20−− 40　cm ，最大礫径 は 50　cm で

あ る，下部 の 砂礫層 との 境界は，複数の 凹形断面が 並 ん だ形 を呈 して お り，岩塊流構成

層が これ らを埋 めて い る．礫や マ トリ ッ クス の 風 化の 程度 に つ い て は，0〜75m 間の 岩塊

と同様で ある．テ フ ラ は 84〜88m 間 （Sp．1）お よび 93　m 付 近 （Sp．2） にお い て レ ンズ状

に挟在 され て い る． い ずれ も灰〜灰白色 ガ ラ ス 質テ フ ラで あ り，そ の 層厚は，前者 が 5〜

25　cm ，後者が最大 28c，で あ る．テ フ ラ を覆 う岩屑 層 は，テ フ ラ下部の 岩屑 層 に比 べ ，よ

り細粒物に 富ん で い る ．

　地表付近 は，ク ロ ボク に よ っ て ほ ぼ被覆 され てお り，その 層厚 は 10〜40cm ほ ど で ある．

一部で は，岩塊 が地表 に露 出 して い る．ク ロ ボ クの 下部は ，やや褐色がか っ た色調で ，こ

の 中に は多量 の火 山ガ ラ ス が含 まれて い る．

　岩塊流構成層中の テ フ ラ （Sp．1 ・Sp．2）とマ トリ ッ ク ス （Sp．3）お よび ク ロ ボク下 部 （Sp．4）

に つ い て ，それぞれ粒 度組成 ・鉱物組成 ・火 山ガ ラ ス の 屈折率 の 分析 を行 っ た．火 山ガ ラ
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Fig. 5. Photographic properties of the volcanic  ash  layers,
   1, Grain size  >  O.5 mm,  2. 0,5'vO,25 mm,  3, O.25-O.125 mm,  4. 0.125'-O.063 mm,  5, light

   minerals,  6. heavy minerals,  7. orthopyroxene,  8. elinopyroxene,  9, hornblende, 10. opaque

   minerals,  11, mean  and  range  ef  glass index
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ス の屈折率に つ い て は野村 （1991b）に よ り，温度変化型位相差偏光顕微鏡下で 測定 した．

その 結 果 を Fig．5 に示す．

4 ．テ フ ラの 分析結果 と対比

　Sp．1お よび Sp．2 は
T その ほ と ん どが 火山 ガ ラ ス か らな り，微量 の 重鉱物 を含ん で い る．

火 山ガ ラ ス は無色 透明の バ ブ ル ウオ
ール 型 （Bw 型 ；町田

・新井 1976）で ，　 Sp．1 の 屈折率

の 範 囲は n ＝1．499〜1．501，平均 で n ＝1．500，Sp．2 に つ い て もそ れ ぞ れ n ＝1．499〜1．501，

平均 n ；1．500で ある， ともにその 重鉱物は ，斜方輝石 （Opx），淡緑 ・緑色 角閃石 （Ho ），

単斜輝石 （Cpx）お よび鉄鉱石 を主 とす る不透 明鉱 物か らな る，こ の よ うな特徴か ら，

Sp．1 と Sp．2 は姶 良 Tn 火山灰 （AT ；町 田
・
新井 2003）に対比 す る こ とが で きる．その 降

下年代は約 26000〜29000　y．B．P で あ る．　 Sp．3に も無色透明の Bw 型火山ガ ラ スが 含まれ て

い る，その 屈折率は n ＝ 1．497〜1．501，平均で 1．500で あ る こ とか ら，こ れ らの 岩塊群 問の

マ トリ ッ ク ス は主 に AT に 由来する もの と考える，　 Sp．4 は，主 として BW 型火山ガ ラ ス か

らな り、無色 透明の ガ ラ ス 以外 に褐色 の もの も含ん で い る．それ ら の 屈折率は n ＝1．509

−−1．515，平均 n ＝1．511 と比較的高い ，こ うした特徴 お よび地表付 近の 層準 にあ る こ とか

ら，地表を覆 うク ロ ボク内 には K ，Ah が含 まれて い る こ とが わ か っ た

5 ．考 察

（1）岩塊流の 形成時期

　岩塊流 IIの 形成時期 は，その 構 成層 中に AT お よび AT に 由来する マ トリ ッ ク ス を挟在

する こ とか ら，最終氷期後半で ある ，また，岩塊 流 IIを被 覆す る ク ロ ボクは Ah に由来 し，

弥 山軽石 （MsP ；町 田
・新 井 1979） を欠 い て い る． した が っ て T 岩塊流 IIの 形成 は MsP

降下前後の 16．OOO〜18000　y．B．P．）ごろ （野村 ・
田 中，1989）まで 継続 し て い た が ，　 Ah 降

下 時 には既 に終了 して い た こ とに な る．

　岩塊 流 1お よび砂礫 層 に つ い て は，明確 な年代 を示 す資料 を うる こ とが で きな か っ た．

田中 ほか （1988）に よる と，至近距離に ある 峰LLI高原にお ける岩塊流 1の形成 時期 は，最

終氷期前半で鬼界葛原 テ フ ラ （K −Tz ：町田 ほか，1985）降下以 降で ある．

（2）形成機 構お よび形成環境

　下部 の 砂 礫層 は，そ の 層相 か ら主 と して 水流 に よる堆積物で ある．本高原上 にお い て
，

そ の 形成に水流が 関与する地形 は，旧太 田池が位置 して い た凹地部分で ある，したが っ て t

こ の よ うな砂礫層 は，か つ て の 凹 地構成層に相当する と思 われ，その 風化や 固結の 程 度か

ら，岩塊流 1以前の 凹地堆積物 と して 形成 された と考える ．

　次 ぎに岩塊流 の 成 因につ い て 考察す る．高原上 の 凹地 は
一

般 に小起伏で ，また ，岩塊流

背後の 山地斜面には，岩塊流の 堆積 に見合 うだけの 崩壊跡は存在 しない か ら，その成因を
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崩壊起源や 土石流 に求め る こ とは難 しい ．

　
一

方，田 中ほか （1988）は ，岩塊流 の 成 因を寒冷 な環境
．
ドにお ける凍結破砕 に よる岩塊

の 生産 と，それ らの プラウ イン グブ ロ ッ ク等に よ る凹地 へ の 集積 に求め た ．本露頭 におけ

る砂礫層か ら岩塊流構成層へ の 層相変化 は，隣接 す る峰山高原 と同様 高原周辺の 地形の

形成営力が水流か らそれ以外 の もの へ と変わ っ た こ と，すなわ ち，周 辺の 地形形成環境が

一
変 した こ と を支持 して い る と考える．

6 ．ま と　　 め

（1）大 田池周辺 の 岩塊流 は，岩塊流 1，IIに 区分する こ とが で きる．

挟 在
・
被覆され る火山灰か ら最終氷期後半で あ る．

（2）岩塊流 ・構成層の 下 位の砂礫層は．

岩塊 流 IIの 形成期 は，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か っ て の 高原上 の 凹地の 構成層 に 相 当す る ．こ う

した砂礫層か ら岩塊流 へ の 移行 とい う層相変化 は ，高原周辺 にお ける地形形成環境の 変化

を示す もの と考え られ る．す な わ ち，岩塊流 1，IIは い ず れ も過去 の 寒冷期 にお い て 形成

され た ．

（3）こ の よ うに，本露頭 は，岩塊 流の 形成時期は 勿論，最終氷期以 降 の 地形形成環境 を検

討する 上 で重要 な デ
ー

タ と なる．
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